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古瀬謹
2006年2月12日、トリノでの冬季オリンピックが開催された。美しい彩りと音楽、幻想的な演
出のもと見事に点火された聖火、誰もが一瞬、魅力的な世界に引き付けられた開会式は、特に平
和をテーマiこ演出されたという。確かにそこは、平和と友好iこ満ち溢れていた。しかし、その時、
外では多くむ武装警官が、市民の交通を遮断し、銃を携えて平和の場を守っていた。武器に守ら
れなければならない平和、まさに現代の現実である O 詰抗する矛盾のやじろべえ誌、一方にわず
かな力が加わることによって、安定が崩れ、支註から外れて落ちてしまう。
弱々しいやじろべえは現代人の心に喰えられる。支註から転落すると、転落について考えるこ
となく、自己の無力さに打ちひしがれたり自暴自棄に走る。矛重や自己否定的な力が加わっても、
その力を受け止め、その力について取り組み考え、安定を保つ復元力で支え、その経験を通して
自らの心を強く、広く、深く、大きく成長させていくことができない。
1956年、筆者が小学校教育実習中、実習校の校長先生が、講話で次のような話をされたことを
記憶している。東北地方のある小学校は、学校の敷地を取り巻く塀がなく、門には円柱2本だけ
が立っているo 児童たちは、堂下校時はもちろんのこと、遊びで敷地外へ転がったボールを取り
に行く時も、必ず円柱む関を通る。
今、多くの学校では、敷地はしっかりと塀に取り冨まれ、門扉は登下校時以外は閉ざされる。
守衛が駐在しているところさえある。それでも学校での児童生徒の安全は完全でない。
円柱2本だけの学校で、自律しながち社会的規律を守り、その行動を誇りとさえ思える克童、学
校の安全だけでなく、通学路、公園などまでが危険の中にある現代の克童、その心の状態や成長
にはかなりの差があろう。
弱いやじろべえは、心に成長がない。心の未熟なおとなになり、そのおとなが親になる。親は
子どもの心の成長に適切な育児・教育の役割を意識し、子どもとかかわれることができるだろう
か。一方、子どもはそのような親とのかかわりで、発達的に今もっている内的な力を十分発揮し、
さらにそむ力を活き活きと確実に待ばしながち、強いやじろべえへと成長していけるで品うろうか。
心の未熟なおとなは、子どもの心を十分、或長に導くことができなl.，io
心のケアセンターが目指すものは、心に問題を抱える入のケアやサポートをするだけでなく、
強いやじろべえをつくることも含まれるであろう。
強いやじろべえとは、内外さまざまな問題状況に直面しても、支柱からむ転藩を必死にこらえ、
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さちに広い視点から問題に取り組み、解決や新しい展開を発見して、安定を取り戻し、自らを成長
させるやじろべえである。
強いやじろべえを作る。ここに、心のケアセンターのより積極的な意味や方向が、いっそう明
確になると考える O
2 
まず、知的発達の面かち現代人の未熟さというか歪みについて考えるG
ピアジェは、知的発達を感覚運動期 (0-----2歳入前操作期 (2-----7，8歳入具体的操作期
( 7， 8 --1， 2歳入形式的操作期(11. 2 --14， 5歳)，こ分けている C ピアジェは、個人と環
境との間に生じる相互作用が、個人と環境との関孫に構造をあたえると考えるO そしてこのよう
な詔人の知的活動を認識と呼ぶ。認識は、現在かかわる場だけの関係でなく、そこには活動する
個人の前歴のすべてがかかわっているという。すなわち、個人はこれまでに構成されている認識
能力に活動を「中心イじさせ、より安定した構造を議成していく。これが「構造化Jである。
講造化は、超人りこれまでのすべてむ構造化の上にさらにより高次の講造へと移行する。講造
は、高次になればなる廷ど安定する。この安定に向かう移行を「均衡北Jと呼ぶ。安定に向かう
認識む発達は、以前の均無状態の構造から、より高次な均衡状態の構造への移行である。その時
点での構造性の水準に中心化した認識能力から、より拡大した認識能力が必要であり、それに辻
その時点で中心北している認識能力の枠から脱しなければならない。これが「説中心イじであるG
感覚運動期で辻、個人自身も自分と外界との境界が確立されておらず、活動も一方向的で可変的
ではなし、これは、この時点での構造性に依存しているからである O そむ段階の構造性に中心化
された認識語力で活動するが、やがて環境との活動を通して高次な構造化に向かい移行するため
に、現時点の認識能力から脱中心化していく。言語の獲得は活動を内在化し、知的活動が発達す
るが、まだ感覚や行動そのものに影響が強い構造性む前操作期、そこから説して双方的、可変的、
可逆性を内容とする心的活動、すなわち「操作jが可能な具体的操作期になる O やがて現実や異
体的な範囲にとどまちず、命題や仮説演繕的方法など、論理的な課題において抽象的で形式的な
推論が可能になる形式的操作期に達するO この設轄では単に論理的課題だけでなく、対人問題の
解決や社会的意思決定においても再様の思考が行われる O
このように、ピアジェは知的発達を構造化として捉えている。その過程は環境を現時点の構造
に中心化させながら、環境との関採をより高次な講造に移行するために、現時点から脱して絶え
ずより均衡のとれた構造の構築を目指し、絶えず発展し、拡大していく。
さて、知的発達をピアジェの理論に沿って考えたならば、弱いやじろべえはどむような特徴を
示すであろうか。
双方的、可変的、可逆性のある方向に構造化ができていない。また高次な構造化への志向性が
極めて弱い。現時点の構造にひたすら中心化し、脱中心化を留ろうとする動きに欠ける O 発達が
ピアジェの区分に沿ってなされず、~5Jいやじろべえりままの大人が少なからずいるということで
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ある。それが感情面にまでおよび、気に入らないことに遭遇すればカッとなり、攻撃的、暴力的、
皮社会的行動に出てしまい、自己を統制することができない。
現時点の構造に中心化すること詰講造の安定化には必要であるが、説中心化どころかひたすら
中心化をする人もいるG 耐震強度議装事件や冨会でのメーノレ問題など、社会的にしてはなちない
ことでも、地者の観点からすればどう見てもおかしいことでも、当人にとっては自分の講造に一
方的に中心化することしか眼中にない。このようなやじろべえは、支柱の上でバランスをとろう
とするやじろべえではなくなり、 1本の棒iこ富定化されたやじろべえもどきか擬似やじろべえで
ある。
また、語人が人間関張、育児、適応など心の開題や悩みに苦しむとき、その状況に囚われるば
かりで、説中心化できないことがある。強いやじろべえになれない。弱いやじろべえや擬訟やじ
ろべえが多くいる社会に幸福は訪れない。
ピアジェの知的発達理論から見れば、現代の廼人は、環境や社会、地者や自己との関採の中で、
新しく高次な樟造化を講築していくことを十分なしていない。言い換えれば未成熟さのままであ
る。未成熟さがもたらす時代社会む混乱を克接するには、人間自身が人間の成長へ覚醒と実行、
すなわち強いやじろべえが必要であるG こうしたことは、おうぎように申せば現代人全体の問題
であり、その解決には、哲学、論理、教育、心理、医学、社会、歴史、生活、文化、環境、宗教、
マスコミ、 IT等多くの領域から求めていかねばならない。強いやじろべえは心のケアの重要な
方向でもあるo
しかしこの重要な方向に向かうために、心のケアに特別な方法があるということではない。現
代人全体にかかわる諸韻域が、現代的課題を確認し、まず、それぞれの立場から解決に取り組ま
ねばならなし王。臨床心理学の領竣である心についての問題を診断、治療、予訪、支援、それを通
して心を生成していくという、今む心のケアへの取り組みをさらに向上させ、高次な講造を構築
することで可能になる。
3 
子どもをめぐる事件が多くなっているG 親の衝動的行動の典型である児童虐待、成人の性的虐
待や殺人、小中高生自身の衝動的行動等々、人間の本質そのものを関われる重要な現代社会の課
題である。
これについて伊藤良子は鏡象的地者への同一化からとらえ、現代社会における人間の「心の器」
を生成する基盤の脆弱化を指摘しているO すなわち抱者との出会いとその関係の深イとが人間にとっ
て根本的に重要であるという人間の本質への認識の不十分さである O 他者への同一化ができない、
植者に対する過度の胃ー化が生じる。そのため自己と告書の共存ができなくなることを、鏡橡段
階、鏡像的他者の概念から明ちかにしているO そうして、他者の存在の重要性を受け取ってこな
かったことが、「心の器jを生成することの困難の世代間連鎖をもたらしているとし、この連鎖
を断ち切るために、子どもの思いを受け取り、それを磐き上げて返す植者の存在の重要性を力説
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するO
三沢童子は、子脊て環境の危機的方向を、子どもの描画の変化を通して論じている O
そして、 S-HTPJ法により描かれた子どもの掻画を、 1981年と1997'""99年で比較した結果を
報告しているO 関えば人物の絵7!、高学年に多く出現する項目「横向きJI歩いているJI討あり」
「膝ありjは、 81年の方が有意に多く、高学年になるにつれて本来は少なくなる項自「擬人化J
「正面向きむ人Ji明らかに過大の入J重立不動の人Ji大きすぎる頭付頚長以上)Ji首なしj
「短すぎる競」が、 97'""99年の高学年に有意に多く晃られるなど、、 97，._99年の桧に明らかな描画
発達の停滞が克ちれる O
こむように、高学年になっても観念画期仁思っているままを措く j ということは、自己中心的
な概念の世界の中で、事物や事象およびそれらの関探性の客観的把握ができないということから、
周りに自を向けない、また男りに自分を合わせることができない無軌道な高学年見の増加を指描
しているO
さらに三沢辻、これらの変化を、司本の子育てのための家族環境の年代的変化と関連させ、外
界から遮断された母子力プセル状態の子どもの心的発達への彰響、また住宅が高層化されるに従
い、地面を描かない絵が多くなる例、外でチャンパラなどの攻撃的要素を含んだ遊びが少なくな
ると、攻撃的・破壊的な絵が男児に多くなる例、立ち並ぶ高量生宅の閣に必死に富士山を措く自
然希求の絵から、子どもが育つ環境について論じているG
個人が、強いやじろべえとなっていくには、極めて悲観的な環境や条件に囲まれた現代である。
どうしてこのような状況や環境の中に置かれるようになったむだろう。
人関の高震な知能は、高度な生活レベノレを求めて、高度な技術革新を果たしてきた。技術革新
は年々急速化してきており、それに適恋するために、人間は大切なものを軽視したり、等閑にし
てきたのではないか。利硬さと物質的繁栄ばかり追い求め、生じている問題状況や不安に気付か
ないままそれを放置し、傷口を広げてしまったのではないか。大きい流れり中にある信人が危検
や不安を感じて信号を発しても、それが掻き消されてしまうようなってしまっている。心の問題
は詔の問題であるo 個の開題が大切にされず、解決されない現代社会の流れは、留人が仮令、強
いやじろべえになろうと努力しようとしても、昌三を守ることに中心化するのが精一杯で、その
努力を無意味にしかねな ¥.¥0
4 
こり状況について小原秀雄が人類史的な視点から、興味深い見解を示している O 小原は自己家
畜化という言葉で、現代の人間の有り様を表現している。
家畜は、種のるり方自体が人為的な環境、人間がっくりだしてきた人間とその生産物とかち成
る社会システムの中において、種の維持をしている生物であると考えちれ、力によって野生かち
人為的な環境へ連れてこられ、人為的な淘汰を受けている生物である。人間は、自分でつくりだ
した人為的システムで、「自己」人為選択と淘汰を受けて、昌己家畜化を行ってきた。それはと
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トという形費の変化を生み出した独特の種であるO
こうしたヒトの形質の変化は、人関がっくりだした道具と、その道異から派生した自然物の改
変が、生活全般の人需のあり方を規定し、人間はそれに完全に故存して生きている。すなわち
f昌己家畜化j システムである。
また小原辻、他の種にはない人間と道具という媒介相互進化関係が、道具を媒介にした入題関
祭を生みだし、人工的に生産された物質と社会的システムの中に人間邑身が生存していくすべて
む基盤をっくりだしてきたという。こうして自熱的なシステムでは見られなかった海汰や需離、
分化が行われていく。例えば、親子の間でも、言葉を交わさない、顔も合わさない、それでもパー
ソナルテレビ¥コンピュータ一、携帯電話など、一つのシステムとしてo iもの」が、入閣のい
ろいろなことを代行するO また道具や機器の発達は、樺を握るハンドノレ操作かち、ワンタッチ式
のものに変わり、自黙の延長として会った道異と人間の身体、共同作業を遥しての人間同士の交
流さえ失われていく。こうして感性としての自然との交流が浩えていく。
さらに人関の自然物む改変は、技術発展はもとより、地球資源の徹底的利用、人為的生物界の
構築にまで及ぶ。技街発震は環境問題を引き起こし、人為生物界の人為生物共間体ではヒトとヒ
トとのあり方が問題になる。人為的なものiまある面の効率だけを考えるために矛震が生じるO 小
原は、自然に包まれた生活環境が都市化される中で、知的、行動的にさらに感性を含めて不活性
さが生じており、感性の不活性さを人類の隈虫類化と見なしているO そして人間の行動は退嬰化、
低質化、関鑓的になっているという。便利な機械や道具に行動を代行させ、実擦的な体験不足は
行動を抵質イとさせる。仕事の細分化は思考や自主的行動を低下させ、行動の活性化の減退が精神
的不安定化に関係するのではないかと言及する O
ところが最近の世清辻、子どもが感性豊かに育つために必要な、自然とのふれ合いを大きく制
援してしまう危険性を内告するO 子どもが事件に巻き込まれることが多発する時代であるO 親は、
事件かち子どもを守るために子どもの行動場所を制限せざるを得なくなる。それが子どもの行動
の制限につながり、子どもはその不満から心理的に不安定になるG そのために生じる子どもむ問
題を含む行動や態度が親の不安や苛立ちにつながるc この危険から逃れるために道具が必要にさ
えなる状況、そういう世慢を引き起こす人間辻、自己家畜化の結果も含めて、説中心イとの方向を
もつことができない擬似やじろべえであろう。
確かに小原が述べているように、技術発震はマニュアルと、代理行動の世界を発達させてしまっ
た。個人自らが思索し、行動し謹語、し、吉らの中に位置付け中心往すること、さらに新しい患索
や行動iこ向け、現時点を脱してのより広い高次な観点からの患索へ移ること、すなわちマニュア
ノレ任せでなく、より広い視点をもって、自ちの行動で自らを活性化させることが強いやじろべえ
につながる。代理行動からは強いやじろべえは育たない。
また昌らの行動辻、現実的なとトとヒト関孫の形成を挺進するO それは本質的な人間関係形成
に必要な、共有空間における経験の共有が可能になるからであるc 共有空間における経験の共有
も都市化の流れについつい乗ってしまうことがある。例えば育児用の道具もどんどん工夫され、
育児が楽にできるように工夫されてきている。しかしその道具を使用するときには、親と子の共
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有空間における経験の共有が損なわれないように考虐する必要があるG 昔は幼児が親と出かける
ときには、駅の階段を親iこ手を号iかれて一段一段登ったり降りたりすることが多かった。子ども
も大変だが、親も大変だった。ホームについて親から「がんばったねjなど声をかけられた子ど
ものニコニコ顔、共有空関における経験の共有である。しかし、もう歩けるのにベビーカーに乗
せちれて、さっさと移動する子どもには、共有空間はあっても、経験の共有は親子一諸に歩くこ
とより少ないのではないか。「がんばったね」と声をかける必要もない。
信人は、佐の人と直接向かい合い、経験を互いにプラスのものとして共脊することにより、椙
互の理解や関係が深まる。人間が生存していくために必要な豊かな人間関係は、こうした経験を
通して培われるO 機械や道具によれば関接的になりやすく、機械や道具による代理行動で身に付
けたつもりでは、実際の対人関係の場で不適応に揺ったりする。ここにも、邑らの行動で自らを
活性化させる重要性が指摘されるG
5 
先に強いやじろべえをつくるために、現代人にかかわる諸領域が現代的課題を確認し、それぞ
れの立場から解決に取り組むことが必要であると述べた。龍床心理学でも、強いやじろべえをつ
くるためのさまざまな治療や支援の方法がある。
しかしいずれの方法であっても、そむ基本は、セラピストやカウンセラーが「クライエントを
どのように受け止め理解していくかJrクライエントとの人間的交流を含む関係性をいかにつく
るか」にあるO また、クライエント辻、セラピストやカウンセラーとの関係性を土舎にして「今
の私をどのように感じ、考え、理解していくかを深めるjことにあるG この基本の上に、掴人面
接、集団療法、遊戯療法、来談者中心療法、アサーティヴなどいろいろな方法が展開される。ク
ライエントはこれらの療法でのさまざまな体験を通し、自ら感じ、考え、理解し、成長していく。
ところが心そのものが青ちにくい時代にあって、現代の心むケアは、桜みの解決、自己発見、
自己成長のための支え、支援という欝きだけで十分でない。よりしっかりした強いjむをつくる、
強いやじろべえをつくることが火急に求められている O
その一つの方法として、帝塚山大学ではアドヴェンチャーカウンセワングを考えている O この
方法は、心、理的な問題をともなう人たちが、さまざまな冒険を体験することで¥もっている心む
髄みや不安に向き合いながら、社会性を発達させ、問題の克服に導こうとするものである O 約30
年前にアメリカで姶まったプロジェクトアドヴェンチャーを発展させた試みであり、言険的活動
を通して、人間関係、挑戦心、問題解決力の体得、{色者との{言頼関係の講築を目指すプログラム
である。体育室の高い天井から吊るされた巨大な縄梯子や、壁面に設置されたロッククライミン
グなどを、二人一組で協力しながち登ったり、集毘でのゲームに輿じたりしていく。プログラム
の開始前には「最大限む評価をしあうJi互いに心身の安全を守るjなどむ約束をし、振り返り
を行って、自分の体験を晃直し、得たものを謹実に、またそれをどう生かしていくかを考えるG
目標目指して相互に助け合い、工夫しながらファシリテータ -(J)指導に基づく行動実践である。
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そこでなされる共有空間における経験の共有辻、豊かな対人関係形成にも関係する O 代理行動や
手抜き行動が許されない場での行動は、まさに邑らの行動で自己を活性化させる実践であり、強
いやじろべえへの可能性が高めるれる O
臨床心理学でさまざまな方法が実施されるが、その成果がより穫実にその入のものになってい
くために、さらにアドヴェンチャーカウンセザングを体験することも意味があるO またアドヴェ
ンチャーカウンセワングの体験を、より深めるためにカウンセリング面接を受けることも考えら
れるO このように面接や治療技法のより効果的な組み合わせについて、研究や実接がさらに必要
な時代になっているのではないだろうか。
e 
以上、心むケアの方向について、目指すべき自諜として象徴的にやじろべえを用いて考察した。
やじろべえに、さまざまな力をさまざまな方向から受けて、揺れながらも安定を保たねばならな
い心の有り様を見たからである O 現代は強いやじろべえをつくらねばならない時代である G 強い
やじろべえ誌内外の問題状況に直面しても、広い読点から問題に取り組み、新しい震需を発見し、
自ら成長していく心で、あるO
現代は心の生成のためにはあまりにも問題が多い。その要国や状況についてを諸氏の研究から
検討した。未成熟さ、高度な技街革新と自己家畜化、行動力の低下の状況にあって、入閣の本質
的諸問題の解決は簡単なものではない。この問題にかかわる諸領域の取り組みにかかっている O
心のケアも、強いやじろべえをつくることを自標にする必要がある。その実現のためには、臨
床心理学を基礎とする、セラピーやカウンセリングの技備のより効果的な組み合わせの換討も含
めるなど、より高次な方法への震関に向かつて、取り組みを続けなければならない。
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